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５．ビームタイムの期間 
    （エリア内準備期間、ビーム使⽤期間、撤収期間がわかるように） 
11/22 : 安全講習、ビームエリア外(準備室)での準備 
11/23 : ビームエリア外(準備室)での準備 
11/24 : ビームエリア内でのセットアップ、ビーム使⽤ 
11/25-11/29 : ビーム使⽤ (内、⼀部メンテナンス期間あり) 
11/29-30 : 撤収作業 

 



６．ビームの状況 
予定されていた 27 ⽇の LINAC のメンテナンス作業以外は⼤変安定していた。東京⼤学と同時にビーム
エリアを使⽤することになったため、調整作業によるビームを使⽤できない時間帯が予想よりも多かっ
たが、ビームのレートと加速器側が安定していたため当初の予定通りの統計量を確保することが出来た。 

 
７．実験成果 

プラスチックシンチレーティングファイバーを２次元⽅向に張り、MPPC で読み出しを構成したプロ
ファイルモニタをあらかじめ製作し、ビームの形状などを測定した。学部⽣の教育も兼ね、テストビー
ムラインでの測量などのセットアップから、電磁⽯によるビーム制御、検出器の較正などもビームを活
⽤しながら学ぶことにも尽⼒した。 

この実験で、ミリメートルレベルの精度でビーム形状を検出することが可能であることが確認できた。
現在はチャンネル間の検出効率をビームテスト中に取得した別データから導出している最中であり、最
終的な検出器の性能と、それによるビーム形状を出すことが可能であると考えている。また、複数点、
複数運動量、そして電磁⽯の設定でデータを取得した。これをシミュレーションと結果を⽐較すること
で、将来のビーム最適化につなげていく。 
また、鉛板をプロファイルモニタ前⽅に設置して、電磁シャワーができる様⼦も観測した。教育的観
点からの測定であるが、シャワーの発展を観測することが出来た。 
詳細な検証はこれからであるが、ビームプロファイルモニタとして⼗分使⽤できる性能を達成できた

と考えられる。この測定をもとに、⼿軽に使⽤できるビームプロファイルモニタを開発する。 
 
８．結果の公表予定 
神⼾⼤学理学部の卒業研究発表会で発表後、卒業論⽂にまとめる。これはWeb上で全員閲覧可能な状態
で公開される。結果は解析中であるが、場合によってはビームライン最適化に関して学会発表も考えて
いく。 

 
９．今後の要望 
昨年までに⽐べ、電⼦ビームのレート、安定性の観点からユーザーに使いやすい環境が整備されており、
関係者の皆様のこれまでのご努⼒に敬意を表したい。 
⼀⽅で、ユーザーが増えたことにより、ビームラインを共有して実験を⾏うことが増えてきたようであ
る。お互いのグループの検出器が混み合っている状況では、検出器による死⾓等で測量が難しくなる場
⾯も⾒受けられる。ビームラインの位置を⽰す線をレーザー墨出し器で上から投影できるように壁等に
常時装置を設置しておけば、測量の効率化や精度向上に⼤いに役に⽴つと思われる。ブレ防⽌のため、
リモートに電源を⼊れることが可能であれば、さらに有⽤である。 
 

 
以上 


